
三沢市歯の健康づくり推進委員会会議録 

 

 

・日 時  平成３０年１１月２２日（木）１３：００～１４：００ 

・場 所  三沢市保健相談センター 大会議室（２階） 

・出席者  小西史人  山木昭秀  吉田悦子 

伊藤博次  林 光利  古田秀子  斉藤 文   （敬称略） 

・事務局  国保年金課 係  長  野々宮和博 

健康推進課 課  長  中里聖子 

課長補佐  湊 博一 

係  長  根岸満智子 

保 健 師  齋藤三千代  髙村 碧   一戸智恵 

 髙橋美帆   田村薫子 

      介護福祉課 保 健 師  内村憲司 

 

・概 要 

   部長挨拶 

議  事；平成２９年度歯科保健事業実績、平成３０年度歯科保健事業進捗及び平成 

３１年度歯科保健事業計画について報告後、意見交換を行った。 

 

  意見 

①成人歯周疾患検診の受診率が低い。歯周疾患検診の必要性等について、市全体に

浸透させていく必要がある。口腔の健康は体全体の健康に影響を及ぼすため、ひ

いては医療費の削減にもつながる。 

県では、事業所歯科検診の取り組みも進めており、事業所へ働きかけることも効

果的であると思われる。 

空気クリーン施設（県が実施）に登録している事業所は、職員の健康管理につい

ても意識しており、こうした事業所へ声かけをしてみてはどうか。 

②1 歳 6 か月児健診におけるむし歯本数について、6～9 本とむし歯が多い幼児がい

る。この時期にこれだけのむし歯を有することは問題であり、生活環境等の調査

が必要ではないか。 

また、それらを考慮したむし歯有病率の推移をみていく必要もあるのではないか。 

③ある三沢市民が大学へ進学した際、周囲の他市町村出身の学生は昼食後の歯磨き

の習慣がなく驚いたと言っていた。三沢市では食後の歯磨きが定着しており、歯

の健康づくりの取り組みはとても意義のあることと感じる。 

④市町村を司る立場にある保健所においても、先導し上十三地域でのフッ化物塗布

を進めていく等、目標をもって歯科保健対策を推進していくことが必要である。 

⑤現在各園、各校においてフッ化物洗口を実施しているが、日本学校歯科医会より

フッ化物洗口薬剤についての見解が示された。今後もフッ化物洗口を適切に実施

するため、フッ化物洗口薬剤や手法について、学校保健会や養教部会等と協議し

ていくこととする。 


